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すべての始まりは教育であり、人の育成こそがこの国を救うことになると決心しました。

世界の中でも有数のＯＤＡの享受国であるカンボジアは、学校をはじめとする建物や施設は近年多く建てられています。

しかし、そこで行われている教育は基礎部分が抜け落ち、基礎のないまま闇雲に教科書を丸暗記するようなものでした。

その建物の中の現状は･･････。先生がいないこともあります。

先生の多くは副業のため、授業を休んでしまう、コンパス・分度器を使えない、理科の実験ができない、ということが現実にあります。

こういった現状を抱えたまま、カンボジアの学校は存在しています。

子供たちがしっかりとした教育を受けること、さらにその教育を施す先生自身が教育を受けること。

このことが今求められています。私たちはこの課題に対し支援を行う団体として活動しています。



2009年度 CIESFの主な活動

2009年4月・8月・11月 現地説明会を開催（東京）
2009年6月 第1回カンボジアへのスタディーツアー
2009年7月・8月・9月 カンボジアで実践経営学講座（COBLAS）のパイロットコース実施
2009年7月 カンボジアプノンペンでシンポジウムを開催
2009年10月 国境なき教師団 派遣教師第１団 カンボジアへ
2009年12月 第2回カンボジアへのスタディーツアー
2010年3月 国境なき教師団 派遣教師第2団 カンボジアへ

CIESFの理念

真の愛情と情熱をもった世界レベルの教育者の育成
利他の心と国際的視野をもった高度人材の育成

私たちは、教育支援の「本質」について考えながら活動しています。



◆2009年4月・8月・11月
東京で現地説明会を開催しました。

元海外青年協力隊員の先生にご協力いただき、
カンボジアの現地説明会を開催しました。

国境なき教師団の教師派遣にご興味のある教
師経験者の方々にご参加いただき、熱心に聞い
ていただきました。
３～４カ月ごとの不定期な開催ではありますが、
この説明会は、今後も引き続き行ってまいります。

◆2009年6月 第1回カンボジアへのスタディーツアーを行いました。

2009年6月8日から16日まで、第１回カンボジアへのスタディーツアーを行い、3名の方が参加されました。国境なき教師団としてカンボジアへの赴任を考えている教師経験
者の方に、赴任前に尐しでも現地の暮らしや文化の違いを知っていただこうと企画したツアーです。CIESFの現地スタッフが同行しました。プノンペンとプレイベン州では、市
場や博物館などの観光のほか、小学校・中学校教員養成所（PTTC/RTTC）の見学も行いました。プノンペンからプレイベン州、コンポンチャム、シェムリアプと、自動車でカ
ンボジアを縦断し、観光ツアーとは違う角度からカンボジアを見ることができるツアーとなりました。

↑ プノンペンの教員養成所では、青年海外協力隊員の
派遣教師の方に校内を案内していただきました。

← プノンペンからプレイベンへ
行く途中、車ごとフェリーでメコ
ン川を渡りました。

プレイベンの教員養成所では、学生たち
の寮も見学できました。 →

↑ 最後に訪問したシェムリアップでは、ス
コールにあいました。これもカンボジアらしい
体験でした。



◆2009年7月、8月、9月
実践経営学講座（COBLAS）のパイロットコースを実施しました。

早稲田大学の大江教授のご協力のもと、カンボジアの3
大学（メコン大学、プッティサストラ大学、王立経営大学）
で、実践経営学講座（COBLAS）のパイロットコースを実
施しました。7月、8月、9月の3ヶ月間で、カンボジアの大
学教授と学生が、実践的な経営学について学びました。
CIESFはCOBLASを支援しています。

◆2009年7月4日
カンボジアプノンペンでシンポジウムを開催しました。

２００９年は、日本・メコン交流年！
２００９年７月４日（土）にカンボジアの首都プノンペンにて、ＣＩＥＳＦ主催のシンポジウ
ムを開催いたしました。
「明日のカンボジアを創ろう」と題し、現地の大学生や以前日本に留学していた方
400人が参加。彼ら自身が「今後よりいっそうカンボジアの経済を発展させるには、教
育はどうあるべきか」という命題を考えました。イベントは大盛況のうちに幕を閉じました。

シンポジウムの様子は、ＮＨＫ、日本経
済新聞、カンボジアのフリーぺーパー「ニョ
ニョム」等、国内外の各種メディアで紹介
されました。

3大学からの参加者は、それぞれが真剣に学んでいました。

※COBLAS＝Consulting Based Learning for ASEAN SMEs



◆2009年10月 国境なき教師団 派遣教師第１団 カンボジアへ。

国境なき教師団の派遣教師第1団として、1名の先生
が、プノンペンにある中学校教員養成所（RTTC）に赴
任されました。

先生は、教員養成所の教員（これから教員になる人を
育てる立場）に、理科の教え方を指導しています。実
験道具の作り方を教えたり、現地の教育に適したカリ
キュラムを一緒に作成しています。

教育全体を一度に変えることはできません。しかし、未
来の教員を指導することは大きなすそ野を持ち、とても
価値ある支援だと、私たちは考えています。

◆2009年12月 第2回カンボジアへのスタディーツアーを行いました。

勤務にあたっては、カンボジア人の通訳が選任でついていま
すので、言葉の心配はありません。

2009年11月30日から12月8日まで、第2回カンボジアへのスタディーツアーを行い、7名の方が参加されました。プノンペンとプレイベン州では、市場や博物館などの観光のほ
か、小学校・中学校教員養成所（PTTC/RTTC）の見学も行いました。実際に活躍している派遣教師や、青年海外協力隊の方々に現地での仕事や生活の様子を、直
接聞くことができました。これからカンボジアに赴任しようと考えていた派遣教師の方々にとって、現地での生活をイメージする、とてもいい機会でした。シェムリアップでは、アン
コール遺跡群を観光し、クメール王朝時代のカンボジアの歴史を垣間見ました。現地の暮らしと観光の両方を満喫できるツアーとなりました。

↑ プレイベンの教員養成所では、青年海外協力隊
員の派遣教師の方と共に、授業を見学しました。

プノンペンでは、CIESF現地代表、現地事
務所スタッフとスタディーツアーの参加者で、
食事会を開催しました。 ↓

カンボジア人の台所である市場でひと
休み。ここに来れば衣・食・住の生活
に必要なものが何でもそろいます。→

↑シェムリアップでは、アンコール遺跡群を観光。

←カンボジア人家族のお宅にお邪魔して、一緒に夕
食を楽しむという貴重な体験もできました。



◆CIESFの活動が様々なメディアで紹介されました。

◆2010年3月 国境なき教師団 派遣教師第2団 カンボジアへ。

国境なき教師団の派遣教師第2団として、3名

の教師経験者が、プレイベン州にある小学校・
中学校教員養成所（PTTC/RTTC）に赴任されま
した。

それぞれ教員養成所で、理科と数学の教員の
指導にあたっています。派遣教師の数と活動
範囲はこれから拡大していきます。カンボジア
での教育支援の輪も着実に広がっています。

カンボジアの日本人向けフリーペーパー
「ニョニョム」

ブライダル産業新聞（2009.9.1版）
SEPTEMBER1（第720号） 学校講話と校長学の専門誌「月刊プリンシ

パル」(学事出版） 2010年4月から国境な
き教師団に関する連載がスタートしました。

CIESFのホームページでは、ニュース、現地レ
ポート等の情報を随時更新しています。ぜひ
ご覧ください。
http://www.ciesf.org
※検索の際は、URLを直接入力、もしくは
「CIESF／シーセフ」でクリック！

測りの目盛の読み方も、教員養成所では
指導しています。カンボジアでは日常で体重
を測るということがありません。 →

「すべての始まりは教育であり、人の育成こそ
がこの国を救うことになる」
国境なき教師団は、この考えのもと、日々活
動しています。

http://www.ciesf.org/


◆多くの企業様とCIESFが支援企画をコラボレートしました。

株式会社伊藤園様、株式会社ホープコーポレーション
様、株式会社八洋様、株式会社ジャパンビバレッジ様
より、寄付機能付きの自動販売機の設置を行うことで、
CIESFの活動をご理解していただける企業様を増やし、
寄付を集めてくださいました。

株式会社ナック様、株式会社マリアージュ
様、東日本エア・ウォーター・エネルギー株式
会社様は、寄付機能付きのウォーターサー
バーの設置を行うことで、CIESFの活動をご
理解していただける企業様を増やし、寄付
を集めてくださいました。

CIESFのロゴ入りの自動販売機で飲料が購入されることで、１本につき
２円～10円の寄付をいただきました。

株式会社バックステージ様は、「ワンコインPR」として、
運営サイト「プレジデントステージ」の取材掲載費用
から寄付を行ってくださいました。

カンボジアに笑顔を！



カンボジア国際教育支援基金（ＣＩＥＳＦ）の団体概要
団体名 一般財団法人 カンボジア国際教育支援基金（ＣＩＥＳＦ（シーセフ））

設立日 2008年12月 8日

所在地 東京都港区南青山３－１７－１ フロムファイブ３０２

理事長 ：大久保 秀夫（株式会社フォーバル 代表取締役会長兼社長）

副理事長：篠原 勝弘（前カンボジア特命全権大使／カンボジアオフィス代表）

理 事 ：潮木 守一（桜美林大学大学院 国際学研究科 招聘教授／名古屋大学名誉教授）

秋尾 晃正（一般財団法人 民際センター 理事長 ）

金森 正臣（カンボジアオフィス副代表／愛知教育大学名誉教授）

戸田 陽子（日本事務局長）

名誉顧問：ラトナ サリ デヴィ スカルノ（ＮＰＯ法人 アースエイド ソサエティ 理事長）

顧 問：谷口 智治（ＮＰＯ法人 全国経営者団体連合会 理事長 ）

評議員 ：秦 信行（学校法人 國學院大學 理事／國學院大學 経済学部 教授）

東出 浩教（早稲田大学ビジネススクール 早稲田大学大学院商業研究科 教授 ）

今野 由梨（ダイヤル・サービス株式会社 代表取締役社長）

田岡 佳子（ＮＰＯ法人 ランチェスター協会 理事長）

寺田 朗子（特定非営利活動法人 国境なき子どもたち 会長）

監 事：本塚 雄一郎（ＭＭＧ税理士法人 公認会計士 税理士 代表社員）

理念 ・真の愛情と情熱をもった世界レベルの教育者の育成

・利他の心をもった国際的な高度人材の育成

支援内容 1)高等教育機関整備事業 2)高等教育内容拡充事業 3)高等教育普及事業

4)中等教育機関整備事業 5)中等教育内容拡充事業 6)中等教育普及事業

7)教員養成支援事業 8)調査研究事業 9)研究生、奨学生等の招聘事業

ＵＲＬ http://www.ciesf.org


